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日
本
は
２
０
１
０
年
末
で
国
連
安
全
保

障
理
事
会
の
非
常
任
理
事
国
の
任
期
を
終

え
る
。２
０
０
９
年
１
月
か
ら
２
年
間
、常

任
理
事
国
に
次
ぐ
特
権
的
な
立
場
に
就
き
、

日
本
な
ら
で
は
の
「
地
味
だ
が
堅
実
な
仕

事
ぶ
り
」（
国
連
筋
）
は
安
保
理
外
の
国
々

か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。
２
０
１
１
年
は

日
本
の
常
任
理
事
国
入
り
を
含
む
安
保
理

改
革
で
具
体
的
進
展
を
得
る
こ
と
が
最
大

の
目
標
と
な
る
。
日
本
は
１
９
５
６
年
の

国
連
加
盟
以
来
54
年
間
の
う
ち
20
年
、
非

常
任
理
事
国
と
し
て
安
保
理
に
入
り
、「
安

保
理
に
最
も
近
い
国
」
と
言
え
る
。
し
か

し
、
新
興
国
の
台
頭
で
日
本
の
地
位
が
相

対
的
に
低
下
し
、
国
連
へ
の
財
政
的
な
貢

献
も
減
少
。
一
部
の
関
係
者
に
は
改
革
実

現
に
焦
り
の
色
が
見
え
始
め
て
お
り
、
大

胆
な
難
局
打
開
策
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

◇
多
国
間
で
地
位
変
化
あ
ら
わ

　

２
国
間
外
交
と
異
な
り
、
１
９
２
カ
国

の
利
害
が
入
り
乱
れ
る
国
連
で
は
、
時
勢

と
と
も
に
各
国
の
立
場
や
「
待
遇
」
の
変

化
が
他
国
と
の
比
較
で
あ
ら
わ
に
な
る
。

日
本
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。

　

国
連
当
局
は
予
算
説
明
な
ど
の
た
め
、

昼
食
会
を
し
ば
し
ば
開
く
が
、
10
年
以
上

前
に
は
ア
ジ
ア
か
ら
は
域
内
の
超
大
国
と

し
て
日
本
が
唯
一
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ

が
今
で
は
中
印
、
韓
国
も
加
わ
る
。
日
本

の
２
０
１
０
年
の
国
連
通
常
予
算
分
担
率

は
米
国
に
次
ぐ
12
・
５
％
で
、
中
国
（
３
・

２
％
）、
韓
国
（
２
・
３
％
）、
イ
ン
ド

（
０
・
５
％
）
と
の
差
は
歴
然
だ
。
だ
が
、

国
連
筋
は
「
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
（
感
覚
）

と
し
て
中
印
韓
の
台
頭
は
著
し
い
」
と
指

摘
す
る
。

　

大
規
模
な
国
際
会
議
が
開
か
れ
る
際
に

は
、
開
発
途
上
国
が
そ
の
準
備
会
合
を
主

宰
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
準
備
会
合
に

要
す
る
会
場
費
や
通
訳
費
な
ど
の
諸
経
費

を
韓
国
が
支
援
し
て
い
る
例
も
目
に
付
く

と
い
う
。
こ
う
し
た
積
極
姿
勢
も
韓
国
の

時
事
通
信
社
・
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
総
局
記
者

堀
川 

諭

  
ワ
ー
ル
ド
・レ
ポ
ー
ト 
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派
員
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眼
〜  

①

最
大
目
標
は
国
連
安
保
理
改
革

＝
日
本
外
交
、
壁
克
服
に
再
始
動
＝
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存
在
感
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

国
連
行
財
政
問
題
諮
問
委
員
会
は
２
０

１
０
年
11
月
、
２
０
１
１
年
か
ら
３
年
間

を
任
期
と
す
る
委
員
の
選
挙
を
実
施
。
日

本
は
ア
ジ
ア
枠
（
改
選
３
）
で
当
選
し
た

も
の
の
、
得
票
数
は
イ
ン
ド
の
１
６
４
票

に
劣
る
１
４
７
票
だ
っ
た
。「
10
年
前
な
ら

イ
ン
ド
は
こ
こ
ま
で
票
を
取
ら
な
か
っ

た
」（
関
係
者
）
と
の
声
も
あ
り
、イ
ン
ド

の
勢
い
を
如
実
に
示
し
た
出
来
事
と
も
言

え
る
。
１
９
９
６
年
の
安
保
理
非
常
任
理

事
国
選
挙
で
、
日
本
は
ア
ジ
ア
枠
を
イ
ン

ド
と
争
い
、
１
４
２
票
を
獲
得
。
イ
ン
ド

（
40
票
）
を
大
き
く
引
き
離
し
、１
回
目
の

投
票
で
退
け
て
い
た
。
今
後
、
非
常
任
理

事
国
選
で
日
本
が
イ
ン
ド
と
１
議
席
を
奪

い
合
っ
た
場
合
、「
結
果
は
伯
仲
す
る
だ
ろ

う
」（
国
連
筋
）
と
い
う
見
方
が
支
配
的
だ
。

◇
安
保
理
改
革
、
突
破
力
あ
る
一
手
を

　

一
方
で
、
あ
る
西
側
外
交
筋
は
日
本
の

現
状
を
念
頭
に
こ
う
い
う
例
を
挙
げ
る
。

「
大
英
帝
国
は
19
世
紀
後
半
に
か
け
、主
要

経
済
指
標
で
米
国
と
ド
イ
ツ
の
猛
追
を
受

け
た
が
、
第
１
次
世
界
大
戦
ま
で
超
大
国

と
し
て
認
識
さ
れ
続
け
た
」。
つ
ま
り
、数

字
が
国
の
苦
境
を
示
し
始
め
て
も
、
人
々

の
「
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
」
は
必
ず
し
も
そ

れ
に
機
敏
に
反
応
し
な
い
と
、
こ
の
人
物

は
言
い
た
い
よ
う
だ
。

　

確
か
に
、
安
保
理
常
任
理
事
国
を
今
増

や
す
と
す
れ
ば
、
日
本
は
ま
だ
第
一
の
候

補
国
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
に
日
本
の
置
か
れ
た
立
場
を
考
え
れ
ば
、

「
残
り
時
間
」
を
意
識
し
な
が
ら
、改
革
議

論
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
も
言
え
る
。

　

日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
４
カ
国
（
Ｇ
４
）
外
相
は
２
０
１
０
年

９
月
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
会
合
を
開
い

た
。
こ
の
後
発
表
し
た
声
明
は「（
２
０
１

１
年
９
月
ま
で
の
）
現
国
連
総
会
会
期
中

に
安
保
理
改
革
に
関
す
る
具
体
的
な
成
果

を
出
す
」
決
意
を
表
明
し
て
い
る
。
５
年

前
の
安
保
理
改
革
交
渉
で
挫
折
し
た
Ｇ
４

が
結
束
を
確
認
し
、
期
限
を
据
え
て
再
挑

戦
す
る
覚
悟
を
示
し
た
。

　

た
だ
、
今
回
も
成
功
へ
の
道
は
極
め
て

険
し
い
。
改
革
決
議
案
採
択
に
は
全
加
盟

国
１
９
２
カ
国
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成

が
必
要
。
そ
の
際
、
53
カ
国
が
参
加
す
る

ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
の
票
の
行
方
が

鍵
を
握
る
。

　

前
回
は
、
Ａ
Ｕ
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
Ｇ
４
の
改
革
断
念
に
つ
な

が
っ
た
。
Ａ
Ｕ
の
協
議
の
過
程
で「
暗
躍
」

し
た
中
国
は
再
び
改
革
を
阻
止
す
る
構
え

だ
。
中
国
の
習
近
平
国
家
副
主
席
は
11
月
、

次
期
最
高
指
導
者
の
地
位
が
確
定
し
て
か

ら
初
の
外
遊
で
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
な

ど
ア
フ
リ
カ
３
カ
国
に
も
足
を
伸
ば
し
た
。

Ｇ
４
に
と
っ
て
は
、
中
国
が
ア
フ
リ
カ
と



外交 Vol. 4 ｜154

関
係
を
一
層
強
化
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は

警
戒
を
怠
れ
な
い
要
素
だ
。

　

一
方
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
11
月
８
日
、

訪
問
先
の
イ
ン
ド
で
、
同
国
の
安
保
理
常

任
理
事
国
入
り
を
支
持
す
る
考
え
を
表
明

し
た
。
オ
バ
マ
政
権
と
し
て
初
め
て
安
保

理
改
革
に
対
す
る
立
場
を
示
し
た
形
で
、

こ
れ
を
好
感
す
る
声
は
多
い
。

　

し
か
し
、
改
革
を
推
進
し
た
い
側
の
見

方
は
案
外
冷
め
て
い
る
。
Ｇ
４
筋
は
「
理

事
国
数
を
増
や
す
安
保
理
改
革
が
実
現
す

れ
ば
、
安
保
理
の
合
意
形
成
が
複
雑
に
な

る
の
は
否
定
で
き
な
い
。
ブ
ッ
シ
ュ
前
政

権
同
様
、
オ
バ
マ
政
権
は
安
保
理
を
、
自

国
の
政
策
に
お
墨
付
き
を
得
る
場
と
し
か

思
っ
て
い
な
い
。
米
国
が
『
使
え
る
安
保

理
』
を
使
い
に
く
く
す
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
」
と
指
摘
す
る
。
オ
バ
マ
発
言
は
安

保
理
改
革
に
対
す
る
一
般
の
関
心
を
喚
起

す
る
効
果
は
あ
っ
た
が
、
Ｇ
４
を
実
質
的

に
後
押
し
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
受

け
と
め
だ
。

　

ま
た
、
国
連
総
会
は
２
０
０
９
年
２
月

か
ら
非
公
式
本
会
議
で
、
安
保
理
改
革
に

関
す
る
政
府
間
交
渉
を
始
め
た
。
２
０
１

０
年
に
は
口
頭
だ
け
の
討
論
か
ら
一
歩
前

進
す
る
形
で
、
各
国
の
見
解
が
文
書
に
ま

と
め
ら
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
文
書
に
は
開

き
の
あ
る
各
国
・
グ
ル
ー
プ
の
主
張
が
並

ん
だ
だ
け
で
、
結
論
に
向
け
た
方
向
性
は

全
く
見
え
な
い
。
Ｇ
４
は
２
０
１
０
年
末

ま
で
に
内
容
を
収
れ
ん
さ
せ
た
改
訂
版
を

出
す
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
実
現
の
見
通

し
は
厳
し
い
。
５
年
前
、
Ｇ
４
改
革
に
反

対
し
た
イ
タ
リ
ア
や
韓
国
、
パ
キ
ス
タ
ン

の
強
硬
姿
勢
に
変
化
は
な
く
、
Ｇ
４
と
し

て
突
破
力
の
あ
る
「
次
の
一
手
」
が
な
け

れ
ば
、
目
の
前
の
壁
は
微
動
だ
に
し
な
い

だ
ろ
う
。

◇
改
革
成
否「
２
０
１
１
年
１
〜
２
月
が
カ
ギ
」

│
西
田
国
連
大
使

　

２
０
１
０
年
8
月
に
国
連
大
使
に
就
任

し
た
西
田
恒
夫
氏
は
５
年
前
の
安
保
理
改

革
交
渉
時
に
、
国
連
政
策
を
統
括
す
る
総

合
外
交
政
策
局
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
を

執
っ
た
。
今
回
の
改
革
の
成
否
は
「
２
０

１
1
年
１
〜
２
月
の
動
き
に
か
か
っ
て
い

る
」
と
み
る
。

　

│
安
保
理
改
革
の
機
運
は
。

　
「
戦
後
作
っ
て
き
た
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ

体
制
や
国
連
、国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

が
一
つ
の
賞
味
期
限
に
来
て
い
る
と
広
く

認
知
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
２
０
０
５
年

の
と
き
に
は
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
今
回
は

中
身
は
別
と
し
て
、
改
革
の
必
要
性
に
疑

念
を
呈
す
る
国
は
な
い
。
風
の
吹
き
方
は

今
の
方
が
恵
ま
れ
て
い
る
。」

　

│
勝
負
を
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

　
「
２
０
１
１
年
の
１
〜
２
月
ぐ
ら
い
に
、
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総
会
の
政
府
間
交
渉
で
目
に
見
え
た
動
き

を
起
こ
し
得
る
仕
組
み
を
思
い
描
い
て
い

る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
Ｇ
４
の
第
２
回

の
外
相
会
議
が
ほ
ぼ
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

そ
の
時
期
、
あ
る
い
は
そ
の
直
後
に
『
起

爆
的
な
こ
と
』
が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

だ
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
む
ざ
む
ざ
や
り

過
ご
せ
ば
、
国
連
総
会
の
（
２
０
１
１
年

９
月
ま
で
の
）
今
会
期
中
に
具
体
的
成
果

に
つ
な
げ
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。」

　

│
安
保
理
入
り
の
意
義
と
は
。

　
「
安
保
理
に
い
れ
ば
情
報
、国
際
課
題
に

直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
自
国
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
け
れ
ば
、

安
保
理
に
い
て
も
意
味
が
な
い
。
安
保
理

の
８
割
ぐ
ら
い
は
ア
フ
リ
カ
の
問
題
。
日

本
外
交
が
ア
フ
リ
カ
で
真
剣
に
や
っ
て
い

く
つ
も
り
が
あ
る
の
か
問
わ
れ
て
い
る
。

日
本
が
そ
も
そ
も
国
連
で
何
を
す
る
か
も

虚
心
坦
懐
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
手
遅

れ
に
な
り
か
ね
な
い
。」

　

│
国
際
社
会
で
日
本
の
あ

る
べ
き
姿
勢
は
。

　
「
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
が

２
位
だ
と
か
、
国
連
予
算
分
担

金
を
こ
ん
な
に
払
っ
て
い
る
の

に
（
安
保
理
の
）
代
表
権
が
な

い
の
は
お
か
し
い
と
い
う
議
論

の
仕
方
は
、
日
本
的
で
は
な
い

気
が
す
る
。
折
り
目
が
正
し
く
て
、
品
位

が
あ
っ
て
、誠
実
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
、お

金
が
な
く
て
も
技
術
を
く
れ
る
と
い
う
外

国
の
評
価
を
大
事
に
す
る
の
が
根
本
だ
。

こ
れ
を
失
っ
た
ら
、
日
本
に
対
す
る
愛
着

や
尊
敬
が
崩
れ
る
。」

　

│
多
国
間
外
交
で
友
好
国（
固
定
票
）

を
増
や
す
に
は
。

　
「
隣
国
は
大
事
だ
が
、今
ま
で
の
よ
う
に

ア
ジ
ア
に
拠
点
を
置
い
て
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
投
入
す
る
や
り
方
か
ら
、大

き
く
戦
略
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

は
日
本
が
や
る
ぞ
と
い
う
政
策
課
題
『
日

本
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』を
掲
げ
、共
鳴
し
た
国
々

と
グ
ル
ー
プ
を
作
る
努
力
を
し
た
方
が
い

い
。
例
え
ば
、
高
齢
化
や
女
性
問
題
。
こ

れ
ら
は
単
に
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
先
進
国
の
問
題
で
は
な
く
、
ア
ジ

ア
、ア
フ
リ
カ
、ア
ラ
ブ
の
課
題
で
も
あ
り
、

普
遍
性
が
あ
る
。」 

（
ほ
り
か
わ 

さ
と
し
）

インタビューに応じる西田恒夫国連大使。
［撮影／堀川諭］




